
派遣の流れ

➤避難所開設時のサポート：開設初期の手順や運営体制、設備の確認
（例：トイレ・空調設備の状況確認、意思決定メンバーへの女性参画の提案）
➤避難所レイアウトへの改善：女性、要配慮者用スペース確保のアドバイス
➤避難所内のルール作り支援：炊き出し、配膳、清掃等の住民の役割分担
➤その他の課題：避難所内で想定される困りごと、ニーズへの対応を提案
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避難所運営コーディネーターとは

大規模災害時に、被災経験が少なく運営に不慣れな他市町村の避難所に派遣
され、運営体制や環境改善等に向けた助言・支援を行います。
※活動はあくまでも支援であり、住民等が行う避難所運営自体には直接関与しません。
※「避難所運営コーディネーター」は、大分県独自の制度です。

助言・支援の主な例

2026年度
大分県避難所運営コーディネーター募集
大分県では、避難所の環境改善を目指し、

「避難所運営コーディネーター」の養成・登録を進めています。
避難所運営等に関する知識やノウハウを学ぶ良い機会となりますので、

積極的にご参加ください。

募集対象：以下の条件を全て満たす方
✓ 大規模災害時、他市町村の避難所への派遣が可能な方
✓ 18歳以上の方
✓ 地域防災に関心があり、住民との協働に意欲的な方。
（例：防災士、自主防災組織、消防団、災害ボランティア経験者、

行政機関等での防災業務経験者 など）
✓ 所定の養成講座（２日間）の受講が可能な方。

避難所での
支援活動



座学・演習を通して、避難所運営・避難生活の環境改善のための実践的な
知識やノウハウを学びます。

会場内容日時養成講座

大分県庁
避難所運営の基礎知識６/13（土）

基礎講座
（２日間）①

避難者支援の手法、
全体演習６/14（日）

県内諸地域地区の防災訓練等に参加10月以降現場研修②

ステップ１.コーディネーター登録（平時）
①お住まいの市町村から、コーディネーター登録が可能な方を推薦いただきます。
②推薦された方には、下記の養成講座等を受講いただき、受講後は県の名簿に登録します。

※講座参加にかかる交通費は、県の旅費基準に基づき支給します。

ステップ２.派遣（大規模災害発生時）
③避難所を開設した被災市町村が県に派遣を要請します。
④県が名簿に登録されているコーディネーターを調整後、派遣を決定します。
⑤コーディネーターは派遣先市町村の避難所へ行き、支援を行います。

※派遣日数、従事時間等は災害の規模に応じて調整となります。
※派遣にかかる旅費・報償を、県の規程に基づき支給します。

ステップ３.登録後
⑥登録後も、スキルアップのためのフォローアップ講座を適宜開催します。

コーディネーター登録から派遣までの流れ

※講座時間は9：00〜16：00

※ご不明な点がございましたら、お住まいの市町村を通じて県までお尋ねください。

2026年度 講座スケジュール（予定）

コーディネーター養成講座について

コーディネーター登録には、
基礎講座への参加が必須です。


